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03

大
学
で
ア
メ
フ
ト
を
始
め
た
直
後
か
ら
、

シ
ー
ガ
ル
ズ
の
魅
力
や
選
手
の
強
さ
に
惹
か
れ

ま
し
た
。
3
年
生
の
終
わ
り
に
受
験
し
た
入
団

試
験
で
は
、
自
分
の
身
体
能
力
を
存
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

国
の
名
だ
た
る
強
豪
大
学
か
ら
集
ま
る
入
団
試

験
な
の
で
、
自
分
が
ま
さ
か
合
格
す
る
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
格
を
掴
め
た
の
は
、
今
ま
で
一
緒
に
大
学

で
ア
メ
フ
ト
を
し
て
き
た
同
期
や
チ
ー
ム
メ
イ

ト
ら
と
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
コ
ー
チ
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
支
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、大
学
の
4
年
間
を
通
し
て
、チ
ー
ム
で
は
誰

に
も
負
け
な
い
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
能
力
、
そ
し
て

入
部
時
よ
り
20
kg
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
し
た
大
き

く
て
素
早
い
身
体
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

来
年
か
ら
は
大
学
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

高
い
レ
ベ
ル
で
の
競
争
や
試
合
が
待
っ
て
い
ま

す
。背
伸
び
を
せ
ず
に
、ま
ず
は
ベ
ン
チ
入
り
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
数
年
以
内
に
は
チ
ー
ム

の
戦
術
に
慣
れ
、技
術
、知
識
を
蓄
え
て
シ
ー
ガ

ル
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
の
選
手
と
な
り
、
ス

タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・メ
ン
バ
ー
と
し
て
東
京
ド
ー
ム

な
ど
大
き
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立

ち
た
い
で
す
。
最
終
目
標
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

一
の
チ
ー
ム
＆
日
本
一
の
ア
メ
フ
ト
選
手
で
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

iK r a r
i

アメリカンフットボール部は1973年創立。現在は部員56名で
活動しており、硬式野球部と共に強化支援クラブに指定。練習
中は大きな声が学内に響いています。

オービックシーガルズとは
Xリーグに所属する社会人の
アメリカンフットボールのク
ラブチーム。史上初の4連覇
を含む、通算7回の日本一を記
録するアメフトの名門チーム。

今井選手はワイドレシーバーとして大学アメフト界では
大型選手。スピード、パワー、キャッチ能力を高いレベ
ルで兼ね備えているため、対戦相手によっては2人以上
のマークをつけてくるチームもある。

　 高 千 穂 大 学 で 光り輝く

今井は1年目から常に前向きで、トレーニングを一所懸
命やり、チームの中心選手に成長しました。来年からは
社会人のトップチームに入りますが、学生時代と同様に
頑張って日本一に貢献してくれると期待しています。

先生からの

メ ッ セ ー ジ

オ
ー
ビ
ッ
ク
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
入
団
試
験
に
見
事
合
格
！

高千穂大学
アメリカンフットボール部
ヘッドコーチ

鈴木  満

社会人でも
活躍できるよう
頑張ります！

社
会
人
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム︵
オ
ー
ビ
ッ
ク
シ
ー
ガ
ル
ズ
︶へ
の
入
団
が
決
ま
っ
た
今
井
さ
ん
。

今
回
は
入
団
の
喜
び
と
将
来
の
目
標
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

経営学部　企業経営コース　4年
東京都私立大成高等学校出身
舟木ゼミ
アメリカンフットボール部（副将）

今井 龍之介 
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得
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に
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入
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を
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に
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。
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に
は
チ
ー
ム

の
戦
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に
慣
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術
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を
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え
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シ
ー
ガ

ル
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
の
選
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な
り
、
ス

タ
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テ
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グ
・メ
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バ
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し
て
東
京
ド
ー
ム

な
ど
大
き
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立

ち
た
い
で
す
。
最
終
目
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は
も
ち
ろ
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、
日
本

一
の
チ
ー
ム
＆
日
本
一
の
ア
メ
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ト
選
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で
す
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応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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商経部門で最優秀賞に輝いた松㟢ゼミ第2ゼミナール・4年生班

経営学部  松㟢ゼミ人間科学部  長谷川ゼミ

人間科学部門で最優秀賞に輝いた長谷川第1ゼミナール・キラキ
ラ☆キャンパス班

たくさん人数がいる部員に監督
代行からの指示を伝え、まとめる
のは大変でした。私はそんなに
ガツガツ言うタイプではなかった
ので苦労しましたが、途中から割
りきって物を言うときはしっかり
伝え、選手たちとのコミュニケー
ションを重視しました。今回１部
に返り咲いて本当に嬉しいです。
今の選手たちなら１部できっと暴
れまわってくれると思います。こ
れからも野球部の応援をよろしく
お願い致します。

1部に復帰する事ができとても嬉
しかったです。昨年の秋季リー
グ戦で2部に降格、前回の春季
リーグ戦は3位に終わってしまい
ました。今季こそは優勝し1部に
昇格するとキャプテンの山下と
副キャプテンの比毛を中心にも
う一度チームをまとめ上げまし
た。意識を高くすることができた
結果が今季の1部復帰だと思って
います。後輩達にはワンランク上
のチームになれるように頑張っ
て欲しいです！

私たちは「目指せ！キラキラ☆
キャンパスライフ」をテーマに発
表をしました。アンケート調査の
内容が定まらない、どのように発
表すれば伝わるのかなど苦悩が
ありました。しかし、努力して苦
悩を乗り越え、プレゼンコンテス
トで1位をとることができました。
これはみんなが一生懸命頑張った
こと、そして周囲の助けがあった
からだと思います。このような結
果に結びつき、本当に嬉しく思い
ます。

学生最後のゼミナール発表会で
最優秀賞を受賞でき大変嬉しく
思っています。松㟢教授をはじめ、
共に学び、高め合えたゼミ生のお
かげだと感じております。私たち
のチームは全員4年生で、就職活
動の忙しい中、時間を割いて研究
を重ねました。専門ゼミで学んだ
3年間の集大成が評価され自信に
繋がりました。今回の賞を励みに
さらに成長してまいります。

硬
式
野
球
部
が

東
京
新
大
学
野
球
連
盟
1
部
に
昇
格

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

最
優
秀
賞
を
受
賞

応援
ありがとうございました！
来季も頑張ります！

4
季
ぶ
り
の
昇
格
を
果
た
し
た
硬
式
野
球
部
。
チ
ー
ム
や
選
手
を
裏
で
支
え
て
い
る
学
生
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
回
は
4
年
生
の
学
生
コ
ー
チ
の
お
二
人
に
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

総
勢
1
0
9
パ
ー
ト
が
参
加
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
。
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
松
﨑
ゼ
ミ
と
長
谷
川
ゼ
ミ
に
喜
び
の
声
を
伺
い
ま
し
た

経営学部　企業経営コース　4年
千葉県私立二松學舎大学附属
沼南高等学校出身
佐藤ゼミ、硬式野球部

栗山 厚樹 　

商学部　マーケティングコース　4年
東京都立東大和高等学校出身
新津ゼミ、硬式野球部

梅原  諒　

人間科学部　児童教育専攻　3年
山梨県立桂高等学校出身
長谷川ゼミ

小林 加奈

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立板橋高等学校出身
松﨑ゼミ

富沢 宣明
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プ
ロ
野
球
新
人
選
手
選
択
会
議
（
ド
ラ
フ

ト
会
議
）で
、本
学
卒
業
生
の
三
ツ
間
卓
也
投

手
（
2
0
1
4
年
度
卒
）が
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
の
育
成
枠
3
位
で
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
三

ツ
間
投
手
は
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
に
昨
年

4
月
入
団
し
、
守
護
神
と
し
て
活
躍
。
51
試

合
に
出
場
し
1
勝
4
敗
20
セ
ー
ブ
。
60
奪
三

振
、防
御
率
4.
4
1
の
好
成
績
を
残
し
、
1

年
目
で
B
C
リ
ー
グ
の
セ
ー
ブ
王
に
輝
き
ま

し
た
。
記
者
会
見
で
は
「
先
日
引
退
し
た
山

本
昌
・
元
投
手
の
よ
う
に
、一
日
で
も
長
く
投

げ
続
け
た
い
。
１
年
以
内
に
一
軍
の
マ
ウ
ン

ド
で
活
躍
す
る
の
が
目
標
」と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。
三
ツ
間
卓
也
投
手
：
1
9
9
2
年

7
月
22
日
生
、23
歳
。身
長
1
8
3
c
m 

体
重

92 
kg 

右
投
右
打
。
群
馬
県
私
立
高
崎
健
康

福
祉
大
学
高
崎
高
校
出
身
。

　
東
京
新
大
学
野
球
連
盟
秋
季
2
部
リ
ー
グ

に
お
い
て
、
10
月
24
日
首
都
大
学
東
京
戦
に

お
い
て
、
3-

1
で
勝
利
し
、2
部
リ
ー
グ
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
（
8
勝
2
敗
）。
ま
た
、

10
月
31
日
、
11
月
1
日
に
は
駿
河
台
大
学
と

田
代
樹
彦
氏
名
城
大
学
教
授
を
招
聘
し
ま
し

た
。

　
10
月
3
日
寺
内
教
授
（
商
学
部
）コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
「
英
語
教
育
の
最
前
線

ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
英
語
教
育

の
関
連
性
」を
開
催
。
三
木
耕
介
氏
（
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）に

よ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
状
況

︲

調
査
結
果
と
テ
ス
ト
と
の
相
関︲

」の
講
演
。

そ
し
て
、
内
藤
永
氏
（
北
海
学
園
大
学
教

授
）、
宮
田
勝
正
氏
（
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
合

同
会
社
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）ら
に
よ

る
「
研
究
成
果
か
ら
得
ら
れ
た
英
語
教
育
へ

の
応
用
例
と
そ
の
使
用
に
関
し
て︲

ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

を
中
心
に︲
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

　
10
月
10
日
庄
司
教
授（
商
学
部
）コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
最
前

線︲

サ
ー
ビ
ス
と
価
値
共
創
」の
公
開
講
座
を

開
催
。
田
口
尚
史
氏
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
准
教
授
）に
よ
る「
地
域
企
業
と
学
生
の
共

創
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
事
例
」。
前
田
進
氏
（
千
葉
商
科

大
学
客
員
教
授
）「
小
売・サ
ー
ビ
ス
業
の
価
値

共
創
を
考
え
る
」の
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
父
母
の
会
・
山
梨
県
支
部
、
群
馬
県
支
部
、

福
島
県
支
部
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
、
新
潟
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石
井
教
授
（
商
学
部
）が
担
当
す
る
総
合

科
目
B
は
「
会
計
研
究
の
潮
流
」と
題
し
、
毎

週
火
曜
日
2
限
（
10
：
40
～
12
：
10
）に
開

講
。
10
月
6
日
「
身
近
な
税
」堀
口
和
哉
教
授

本
学
商
学
部
。
20
日
「
管
理
会
計
か
ら
わ
か

る
企
業
行
動
の
仕
組
み
」高
橋
邦
丸
氏
青
山

学
院
大
学
教
授
。
27
日
「
セ
グ
メ
ン
ト
報
告

か
ら
企
業
活
動
を
よ
む
」浅
野
敬
志
氏
首
都

大
学
東
京
大
学
院
准
教
授
。
11
月
10
日
「
利

益
計
算
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
へ
」

西
山
徹
二
教
授
本
学
商
学
部
。
17
日
「
会
計

基
準
の
国
際
競
争︲

会
計
基
準
は
世
界
で
ひ

と
つ
で
い
い
の
か︲

」土
井
充
氏
東
京
富
士

大
学
准
教
授
。
24
日
「
会
計
の
歴
史
を
た
ず

ね
て︲

現
代
会
計
ま
で
の
道
筋︲

」倉
茂
道
徳

教
授
本
学
商
学
部
。
12
月
1
日
「
掲
載
時
未

定
（
管
理
会
計
分
野
）」後
藤
正
廣
教
授
本

学
商
学
部
。
12
月
8
日
「
国
際
会
計
基
準
の

動
向
」布
川
律
子
氏
東
京
成
徳
大
学
准
教
授
。

15
日
「
非
営
利
組
織
会
計
と
企
業
会
計
の
相

違︲

非
営
利
性
の
考
え
方
を
中
心
に
」古
市

雄
一
朗
氏
大
原
大
学
院
大
学
准
教
授
。
22
日

「
会
計
情
報
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
展
望
」成
田

博
教
授
本
学
商
学
部
。
1
月
12
日
「
統
合
報

告
と
は
何
か︲

新
し
い
情
報
開
示
の
枠
組
み︲

」

県
支
部
、中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
、静
岡
県
支
部

に
よ
る
郷
土
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
甲

州
ぶ
ど
う
、キ
ャ
ベ
ツ
サ
ラ
ダ
、ま
ま
ど
お
る
、

信
州
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
3
種
、
新
潟
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
漬
物
、あ
い
さ
ん
さ
ん（
お
か
き
）、

こ
っ
こ
が
そ
れ
ぞ
れ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
記
念
す
べ
き
第
50
回
の
高
千
穂
祭
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
、
コ
ン
サ
ー
ト
L
I
V
E
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
M
a
y
、
n
さ
ん
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
江
頭
2
：
50
さ
ん
、
寺

田
体
育
の
日
さ
ん
、
磁
石
さ
ん
が
来
ら
れ
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
3
日
間
の
総

来
場
者
数
は
3,
0
7
5
人
と
な
り
、
大
成

功
を
収
め
た
学
園
祭
と
な
り
ま
し
た
。

高橋邦丸氏
（青山学院大学教授）

ご父母のみなさんが直接手渡して
くれます

最速150キロの速球と
クローザーとしての活
躍が評価された

今年選ばれた
ミスターの宮野
勢生さん（経営・
3年）＆ミスの井
出 佳 奈 美さん

（人・2年）

多くの方々に
来場いただき
ました

高 千 穂 の 今 が 分 か る

総
合
科
目
B

「
会
計
研
究
の
潮
流
」
を
開
催

9/29～1/12

硬
式
野
球
部
が
1
部
リ
ー
グ
へ
昇
格

11/1

公
開
講
座「
高
千
穂
か
ら
の
知
の
発
信

英
語
教
育
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

最
前
線
」
を
開
催

10/3、10

父
母
の
会
の
郷
土
企
画
を
開
催

10/7～12/9

本
学
卒
業
生（
三
ツ
間
卓
也
投
手
）が
、

中
日
の
育
成
枠
3
位
で
指
名

10 /22
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高
千
穂
祭
を
開
催

10/16～18
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（写真右上）
経営学部　企業経営コース　3年
埼玉県川口市立川口総合高等学校出身
小林ゼミ　　

宮野 勢生

（写真左下）
人間科学部　人間科学専攻　2年
長野県立軽井沢高等学校出身
迫ゼミ　　

井出 佳奈美
（写真左上）
人間科学部　人間科学専攻　4年
東京都私立八王子実践高等学校出身
徳田ゼミ、学友会本部
高千穂祭実行委員会　

川元 優我

（写真右下）
商学部　マーケティングコース　2年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
庄司ゼミ　　

栁澤 明里

1
部-

2
部
の
入
替
戦
を
行
い
、
第
1
戦
目

4
対
0
、
第
2
戦
目
6
対
0
と
2
勝
と
も
に

完
封
し
、
4
季
ぶ
り
（
1
部
在
籍
期
間
含
む
）

の
1
部
昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
11
月
2
日
か
ら
6
日
の
計
5
日
間
に
わ

た
っ
て
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
1
0
9
の
パ
ー
ト
が
半
年
以
上
か
け
て

研
究
し
て
き
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
プ

レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
商
経
部
門

の
最
優
秀
賞
は
松
﨑
ゼ
ミ
（
4
年
生
班
）、
優

秀
賞
は
小
林
ゼ
ミ
（
A
班
）。
人
間
科
学
部
門

の
最
優
秀
賞
は
長
谷
川
ゼ
ミ
（
キ
ラ
キ
ラ
☆

キ
ャ
ン
パ
ス
班
）、
優
秀
賞
は
齋
藤
ゼ
ミ
（
１

班
）で
し
た
。
ま

た
、
今
年
の
ポ
ス

タ
ー
総
選
挙
は
楠

美
ゼ
ミ
（
楠
美
オ

タ
ク
班
）、
舟
木

ゼ
ミ
（
音
班
）、
鈴

木
隆
弘
ゼ
ミ
（
第

１
班
）が
選
ば
れ

ま
し
た
。

表紙の人

News & Informatio

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
を
開
催

11/2～6
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●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

●編集・印刷 orange corporation

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
と
っ

て
2
0
1
5
年
は
ど
ん
な
年
で
し

た
か
？
大
学
に
と
っ
て
は
新
1
号

館
の
完
成
、
旧
1
号
館
の
取
り
壊

し
な
ど
本
学
に
と
っ
て
キ
ャ
ン
パ

ス
再
編
の
変
化
を
実
感
で
き
る
年

と
な
り
ま
し
た
。
次
の
新
体
育
館
・

7
号
館
の
建
設
も
着
々
と
工
程
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
今
年
の
終
り

に
は
さ
ら
に
変
化
し
た
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
校
舎
以
外

に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
に
伴
い
、

旧
1
号
館
と
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ

ア
の
間
に
あ
っ
た
銀
杏
の
樹
の
伐

採
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
整
枝
な
ど
、

毎
日
見
て
い
る
私
た
ち
も
ビ
ッ
ク

リ
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
特
に

銀
杏
の
樹
は
毎
年
き
れ
い
な
黄
色

の
葉
っ
ぱ
を
枝
び
っ
し
り
と
つ
け
、

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
在
学
生
や
卒
業
生
、

学
校
関
係
者
か
ら
も
惜
し
ま
れ
つ

つ
の
伐
採
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
3
階
、

4
階
か
ら
は
新
体
育
館
・
7
号
館

の
建
設
現
場
を
上
か
ら
一
望
で
き

る
た
め
、
現
在
の
進
行
状
況
が
ど

な
た
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
、
掘
削
や
基
礎
工
事
が

始
ま
っ
て
い
き
ま
す
が
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
建
造
物

の
建
設
現
場
を
間
近
で
見
ら
れ
る

こ
と
も
学
内
で
の
楽
し
み
の
1
つ

と
な
り
そ
う
で
す
。

　
2
0
1
6
年
の
ま
だ
見
ぬ
新
た

な
変
化
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
・
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

編集
後記

クォータリー高千穂設置場所：1号館（1階）、
図書館（1階）、4号館（1階）、情報メディア
センター、ＣＳ（1,2,3,4階）、10号館（1階）

就職活動情報局      　　　　　  　　 12
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キラリ学生 Special 16
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T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

4年間の学び・経験が、今の私たちの輝きとなる
夢を掴んだ＆目標を達成した私たち

5

4

新春座談会

「新体育館・７号館建設レポート」　

　昨年１１月に旧１号館解体を終
えて杭工事から掘削へと進み、３
月迄に体育館部を済ませ、４月か
ら実習室や更衣室他が配置され
る部分の掘削に取り掛かります。
　年内に体育館部が部分完成し、
来春より供用できる予定です。

ゼミナール紹介 ◉松丸 啓子ゼミ   ◉石井ゼミ   8

我が教育を振り返る　
　　　　　◉藤田 泰一　　　　　 　　　　   10
　　　　　◉堀口 和哉　　　　 　　　　   　11

START !　新1号館
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9号館

4号館

守衛所

5号館

2号館

8号館

弓道場

7号館

3号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

正門

井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで 10分
■西永福駅から本学まで徒歩 7分
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高 千 穂 大 学 広 報 誌

高 千 穂 大 学 広 報 誌

T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。

［クォータリー 高千穂］

1号館
完成

New Year’s Greetings

新体育館・7号館
建設予定地
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